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　平成13年からスタートした「『出前トーク』
市長と語る」。5年目となる今年度も、 市内全
35地区を巡回する「地区トーク」や、全市民対
象の「全体トーク」を行い、活発な意見交換を
行いました。
　各地区自治会の協力と地域住民の皆さんに
積極的な参加をいただき、多くの貴重な「生の
声」を聴くことができました。
　地域と市政発展のための意見として、今後
の「まちづくり」の参考にしていきます。
　今回は、今年度の「出前トーク」での意見交
換の内容をお知らせします。

平成17年度出前トークの実施状況
●実施回数　計37回(地区トーク
　35回・全体トーク2回)
●参加者数　1,231人
●市民の皆さんから発言数　590件
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市
内
の
公
共
・
公
益
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
や
路
線
バ
ス
空
白
地
帯

の
解
消
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

は
、平
成
15
年
3
月
の
運
行
開
始
か

ら
2
年
を
経
過
し
、市
民
の
身
近
な

移
動
手
段
と
し
て
、よ
り
一
層
定
着

し
て
き
ま
し
た
。平
成
17
年
7
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
よ
り
、最
終
便
の
バ
ス
セ

ン
タ
ー
出
発
時
間「
午
後
6
時
」を

「
午
後
7
時
」に
変
更
し
ま
し
た
。ま

た
、春
日
原
線
に「
大
和
町
公
民
館

前
バ
ス
停
」を
新
設
す
る
な
ど
、運
行

ル
ー
ト
も
改
善
し
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
、市
民
生
活
に
密
着

し
た
便
利
で
快
適
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
す
る
た
め
、市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
の
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た
の
損

傷
な
ど
、危
険
な
個
所
の
改
修
な
ど

に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
個
所
は
、す
ぐ
に

適
切
な
維
持
補
修
を
行
い
、地
域
住

民
や
公
道
利
用
者
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
た
。

に
は
、地
域
の
協
力
や
、市
民
と
行
政

と
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

春
日
市
で
は
、地
域
の
防
犯
力
を

高
め
る
た
め
、不
審
者
や
防
犯
に
関

す
る
情
報
を
配
信
す
る「
防
犯
情
報

メ
ー
ル
配
信
」事
業
や
、ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
犬
の
散
歩
、買
い
物
の
つ
い
で

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
つ
い
で
隊
」

の
活
動
へ
の
質
問
や
、防
犯
灯
設
置

な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

の
安
全
な
ど
、防
犯
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、こ
の
対
策
を
進
め
る

に
危
険
個
所
や
不
審
者
な
ど
に
目

を
配
っ
て
も
ら
う「
つ
い
で
隊
」事
業

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

防
犯
灯
は
、犯
罪
か
ら
地
域
住
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。な
お
そ
の
設

置
は
、住
民
の
要
望
な
ど
に
よ
り
自

治
会
が
行
い
、設
置
費
用
の
2

＼

3

は
市
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

コミュニティバス
「やよい」は運賃
100円。とても便
利な市内循環バ
スです。

地域の人々に見守られ元気に
下校する子どもたち。地域に
子どもを見守る、たくさんの
温かい目。これが何よりも犯
罪の抑止力となります。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

道
路
の
維
持
管
理

道
路
や
都
市
基
盤
の
こ
と

防
犯
対
策

市
民
生
活
の
こ
と
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災
害
時
の
避
難
場
所
や
防
災
組
織

な
ど
へ
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
3
月
20
日
と
4
月
20
日

の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
は
、瓦
が

落
ち
た
り
、外
壁
が
崩
れ
た
り
す
る

な
ど
、市
内
で
も
被
害
が
発
生
し
、負

傷
者
も
出
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
場
所
は
、小
・
中
学

校
や
公
民
館
、公
共
施
設
な
ど
、集
団

で
の
収
容
が
可
能
な
既
存
の
建
物
で

す
。市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

位
置
図
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
分
が
住
む
地
域
の
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、通

信
や
交
通
、電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、行
政
だ
け
で
は

十
分
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、市
内
全
地
区
に
、

住
民
が
協
力
し
て
助
け
合
う「
自
主

防
災
組
織
」を
発
足
し
て
い
ま
す
。定

期
的
に
、防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　

重
要
な
こ
と
は
、市
民
一
人
ひ
と

り
が
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ

こ
と
で
す
。市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
訓
練
な
ど
に
よ
る
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ゴ
ミ
処
理
手
数
料
見
直
し(
家
庭
系

ゴ
ミ
処
理
の
有
料
化)

へ
の
質
問
や
、

ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
意
見
や
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

市
は
、循
環
型
都
市
づ
く
り
推
進

の
た
め
、ゴ
ミ
の
排
出
者
自
身
が
、ゴ

ミ
減
量
な
ど
に
努
め
、責
任
あ
る
行

動
を
取
る
動
機
づ
け
と
し
て
、ま
た
、

負
担
の
公
平
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、4
月
か
ら
家
庭
ゴ
ミ
処
理
手
数

料
を
見
直
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
に
つ
い
て
は
、

生
ゴ
ミ
の
減
量
の
例
と
し
て
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
、水
切
り
の

励
行
な
ど
の
実
践
報
告
、ま
た
、ゴ
ミ

の
再
生
利
用
の
取
り
組
み
と
し
て
、

新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
地
域
集
団
回
収

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
内
全
域
に
お
い
て
、市
民
の
皆

さ
ん
が
自
分
の
生
活
が
環
境
に
与
え

る
影
響
を
認
識
し
、ゴ
ミ
の
発
生
量

を
抑
え
、リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
、改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

雑
草
が
放
置
さ
れ
て
い
る
あ
き
地

や
、犬
・
ネ
コ
の
フ
ン
尿
被
害
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

除
草
に
関
し
て
は
、土
地
所
有
者

に
対
し
、何
度
も
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
が
、な
か
な
か
状
況
は
改
善
し

ま
せ
ん
。先
進
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
団
体
の
状
況
を
調
査
・

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、犬
・
ネ
コ
の
フ
ン
尿
被
害
に

つ
い
て
は
、担
当
部
署
の
職
員
が
直

接
現
場
に
出
向
き
、改
善
に
向
け
て

の
助
言
や
協
力
、指
導
を
行
う
な
ど
、

個
々
に
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。引
き
続
き
、対
応
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
保
全

日ごろから環境について学んで
いる「こどもエコクラブ」。空き
缶回収などのボランティアも
行っています。

平成17年4月15日号の市報かすが。
今回の地震での市の対応をはじめ、
日ごろからの心構えや避難場所など
を掲載しました。

防
災
対
策

ゴ
ミ
処
理
対
策
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
内
容
や
、

今
後
の
保
険
料
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
の
制
度
改
正
の

主
な
も
の
と
し
て
、「
介
護
予
防
を
重

視
す
る
た
め
の
施
策
の
見
直
し
」「
身

近
な
所
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
」「
施
設
利
用

者
の
食
費
・
居
住
費
の
全
額
負
担（
す

で
に
平
成
17
年
10
月
か
ら
開
始
）」な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、介
護
保
険
制
度
や
保
険
料

に
つ
い
て
改
正
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
、市
報
な
ど
で
分
か
り
や

す
く
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、各

小
学
校
の
ク
ラ
ブ
が
大
規
模
化
し
て

い
る
た
め
、ク
ラ
ブ
舎
増
築
な
ど
の

施
設
整
備
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
の
変
化
や
事
業
の
充
実
な
ど

に
伴
い
、今
後
も
利
用
者
は
増
加
の

傾
向
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。現

状
を
改
善
す
る
た
め
に
、財
源
の
確

保
や
増
築
、利
用
形
態
な
ど
、総
合
的

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

会
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
、育
む
良

好
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

中
学
校
の
弁
当
給
食
の
、メ
ニ
ュ
ー

や
お
か
ず
の
量
の
改
善
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
月
行
っ
て
い
る
中
学
校
給
食
研

究
会
や
献
立
委
員
会
な
ど
の
意
見
を

　

近
年
、子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た

め
、防
犯
対
策
を
十
分
に
行
っ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

は
、家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
が
重

要
で
す
。今
後
も
こ
れ
を
促
進
し
、密

接
な
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、社

反
映
さ
せ
、栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
量
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い
給

食
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、保
護
者
対
象
の
試
食
会

な
ど
を
通
し
て
、弁
当
給
食
の
利
用

率
向
上
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

料理の経験がない
男性高齢者のため
の料理教室など、「食
の自立支援事業」も
行っています。

放課後児童クラブや児童センターには、
いつも元気な子どもたちの声がこだま
しています。

高
齢
者
支
援

子
育
て
支
援

高
齢
者
や
子
育
て
の
こ
と

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
の
取
り
組
み

小
・
中
学
校
の
こ
と学

校
給
食
の
充
実



参加者に聞きました
　出前トークに参加した皆さんにアンケートをお願いしたとこ
ろ、次のような意見がありました。

●自分たちのことだけでなく、ほかの市民が何を考え、どんな問
題を抱えているのかを知ることができました。これからも参加
したいと思います。(20代女性)

●行政と市民のコミュニケーションの場が、1回でも多い方が、
よりよい市になると思います。大変な時こそ、行政とのかかわ
りを持ちたいものです。(50代女性)

●今回は、前回より参加者が多かったが、もっと多くの地元
市民の参加を望みます。地域住民の意識向上を期待したいで
す。(70代男性)

●もっと若い人にも参加してほしいです。いろいろな方法で参加
を呼びかけてください。(70代女性)

●初めて参加しましたが、やはり年配の方が大半を占めているよ
うです。もっと、「若い世代の意見」を交換できるような場も
企画していただければいいなと思います。(30代男性)

●質問に対する回答が、通り一遍の部分があると思います。再
考してください。(50代男性)
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市
の
将
来
都
市
像
や
展
望
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
市
は
人
口
密
度
が
高
く
、比

較
的
、若
い
人
が
多
い
ま
ち
で
す
。ま

た
、人
の
移
動
も
激
し
く
、自
治
会
組

織
も
含
め
た「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、今
後
は
、地

域
ぐ
る
み
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
積
極
的
に
地
域
に
出
向

き
、ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼

を
得
て
、今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
の

力
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画

行
政
運
営
の
こ
と

出前トークを通して、

市民の皆さんが、地域の課題解決やまちづくりに関心が高いこと、

そして、社会貢献に意欲的であることなどを実感しました。

暮らしの中で市民が抱える課題を発見し、

「市民」と「行政」それぞれが役割を分担しながら、

協働によって解決していくこと。

これは、まちづくりを進める上で重要なことです。

今後も、「真の協働」を実現するための重要な手法のひとつとして、

この出前トークを継続していきたいと考えています。

問い合わせ先　行政管理課　1(584)1111　5(584)1145



年
金
手
帳

年
金
手
帳

放課後児童クラブ（学童保育）

入所説明会
　共働きなどで昼間保護者がいない子どもたちが、安全に楽しく放課後
を過ごせる施設「放課後児童クラブ」の、運営方法などの説明会を行います。
平成18年度の入所を希望する人は、必ず参加してください。
　託児（無料）も行います。
対象　初めて入所を希望する小学生（原則として1～3年生）の保護者
日時　2月5日（日）　午前10時～午後0時30分（受付　午前9時30分～）
※　託児希望者は、午前9時40分までに来場してください。
場所　ふれあい文化センター（大谷6-24）
問い合わせ先

▽毛勝児童センター　1（581）5614（5兼用）

▽NPO法人子ども未来ネットワーク春日
　1（581）1906　5（581）1966

世代と世代の助け合い

20歳になったら国民年金
　20歳になると、国民年金への加入が必要です。
　国民年金は、誰もが20歳から60歳までの40年間加
入しなければなりません。年金は、老後の生活を支える
だけでなく、病気や事故などで障害を持った場合や、もしも
のときに家族が残された場合のためのものでもあります。
　きちんと加入し、忘れずに納付しましょう。
保険料額（平成17年度）　月額1万3,580円
納付が困難なときは
○○学生納付特例制度
　　学生で所得が118万円以下の場合は、保険料の支払
　いを猶予します。
　※　就学年数1年以上の学校に通う学生が対象で、夜
　　間・通信制課程の学生も含みます。
○○若年者納付猶予制度
　　30歳未満の人で、本人とその配偶者の前年所得が基
　準額以下の場合も、支払いを猶予します。
○○保険料免除制度
　　本人と配偶者、世帯主の前年所得が基準以下の場合
　は、保険料を全額または半額免除します。
※　いずれも申請が必要です。必要書類など、事前に問
　い合わせてください。

生涯の大切なパートナー「年金手帳」 
　20歳になると、基礎年金番号を付した年金手帳が送付
されます。年金に関する手続きは、基礎年金番号で行い
ますので、就職や転職などの時には、必ず年金手帳を提
出しなければなりません。また、退職して年金を受ける
手続きなどの時も必要です
　年金手帳は一生使用しますので、大切に保管してください。
問い合わせ先

▽国保年金課年金担当
　1（584）1111　5（584）1141

▽南福岡社会保険事務所
　1（552）6111　5（541）7649
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募集します

春日市嘱託・臨時職員
小・中学校図書司書（嘱託職員）
対象　図書司書の資格を持っている人
採用期間　平成18年4月1日～19年3月31日（8月を除く
　　11カ月間）
勤務日数　週3日または5日（月～金曜日）
勤務時間　午前10時～午後4時
募集人員　若干名
報酬（有給休暇あり、社会保険・賞与・交通費支給なし）

▽週3日　月額6万2,000円程度

▽週5日　月額11万5,000円程度
※　週5日勤務で自家用車での通勤を希望する人は、駐
　車場代（月額1,500円）が必要です。
選考方法　 ▽書類審査 ▽面接
応募方法　1月25日（水）（必着）までに、履歴書を提出する
　　（郵送可）
応募・問い合わせ先　学校教育課（〒816-8501春日市役所） 

　　1（584）1111　5（584）1153
市立保育所保育士（嘱託・臨時職員）
対象　保育士の資格を持っている人
採用期間 

▽嘱託　平成18年4月1日～19年3月31日（1年間）

▽臨時　平成18年4月1日～18年9月31日（6カ月間）
勤務日数　週5日（嘱託は土曜日の勤務あり）
勤務時間　午前7時～午後8時のうちの8時間（交代制）
募集人員　各若干名
報酬（有給休暇・社会保険あり、賞与・交通費支給なし）

▽嘱託　月額17万7,000円程度 ▽臨時　日額6,800円

選考方法　面接（2月18日（土）・19日（日）のいずれか）
応募方法　2月6日（月）までに、直接窓口に履歴書と保育
　　士証の写しを提出する
応募・問い合わせ先　こども未来課保育所担当（〒816-
　　8501春日市役所）
　　1（584）1111　5（584）1115
埋蔵文化財発掘調査指導員・資料館事業運営コーディ
ネーター（いずれも嘱託職員）
　埋蔵文化財の発掘調査や報告書作成業務に従事する指
導員と、資料館事業の企画・運営、民俗文化財の調査・
研究に従事するコーディネーターを募集します。
対象　30歳未満（4月1日現在）の人で学芸員資格を持
　　ち（4月1日取得見込者を含む）、指導員は考古学を、
　　コーディネーターは民俗学を履修している人
採用期間　平成18年4月1日～19年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時
募集人員　各1人
報酬　月額22万6,000円程度（有給休暇・社会保険あり、
　　賞与・交通費支給なし）
選考方法　 ▽指導員　実技試験・面接 ▽コーディネーター
　　論文・面接（いずれも2月18日（土））
応募方法　1月10日（火）～2月10日（金）（消印有効）までに、
　　履歴書を提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　文化財課（〒816-0861岡本3-57
　　奴国の丘歴史資料館内）
　　1（501）1144　5（573）1077

第1土曜日と家庭の日

温水プール無料開放
　家族みんなで、健康づくりやふれあいの場として、温
水プールを利用しませんか。
対象

▽第1土曜日　高校生以下の人

▽家庭の日（第3日曜日）　家族か中学生以下の人
時間　午前9時～午後9時30分（1人2時間以内）

場所　市民スポーツセンター温水プール（大谷6-28）
※　「3歳未満は利用できない」「小学2年生以下は保護者
　同伴の入水が必要」「全員水泳帽子を着用する」などの
　決まりがあります。詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　スポーツ課 
　　1（915）3500　5（585）1634
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平田台4丁目の一部

町名が変わります
　平田台土地区画整理事業に伴い、今月末、「平田台4丁
目」の一部を「平田台6丁目」と「南大利1丁目」に変更の
予定です。なお、この新町名は、大野城市との行政界の変

更（平成19年1月予定）を見通してのものです。
問い合わせ先　都市計画課計画担当
　　1（584）1111　5（584）1143

主要地方道福岡筑紫野線

主要地方道福岡筑紫野線

リサイクルプラザ入口平田台1丁目

平田台平田台
第1公園第1公園

平田台3丁目平田台3丁目

平田台4丁目平田台4丁目

春日市春日市
南大利1丁目南大利1丁目

春日市春日市
平田台6丁目平田台6丁目

卍卍

大野城市大野城市

ーーーーーー =市界（行政界）

ホームセンターホームセンター

住宅展示場住宅展示場

春日市春日市

至大佐野至大佐野

至春日5丁目至春日5丁目 至上大利至上大利

（
大
野
城
市
平
田
台
1丁
目
）

（
大
野
城
市
平
田
台
1丁
目
）

（大野城市南大利1丁目）

（
　
　
）

（
　
　
）

大
野
城
市

大
野
城
市

平
田
台
3丁
目

平
田
台
3丁
目
（
　
　
）

（
　
　
）

大
野
城
市

大
野
城
市

平
田
台
4丁
目

平
田
台
4丁
目

（
大
野
城
市
平
田
台
6丁
目
）
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1

○

3

2

26
回
福
岡
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、11
月
6
、13
、23
日
の
3
日
間
、香か

椎し
い

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
行
わ
れ
、春

日
リ
ト
ル
ラ
ガ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
3
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
23
団
体
33
チ
ー
ム
が
参
加
。体

力
や
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
対
戦
。
同
ク
ラ
ブ
は
6
年
ぶ
り
に
ト
ッ
プ
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
、初
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
団
結
力
が
強
く
、少
数
精
鋭
で

戦
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、大
会
直
前
に
主
力

選
手
の
負
傷
も
あ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
優
勝
を

逃
し
、悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

6
年
生
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
る
予
定
で
、
早
く
も
次
の
大
会
で
の
優

勝
を
目
標
に
、練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

春
日
リ
ト
ル
ラ
ガ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

県
大
会
で

3
位
に
入
賞

成
17
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
、11
月
29
日
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
ク
ラ
ブ
で
活
躍
や
功
績
の
あ
っ
た

人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、金か

ね
こ子

コ
ハ
ル
さ
ん
、髙た

か

山や
ま

ミみ

つ

こ

ツ
子
さ
ん
、長な

が
さ
き﨑

明み

き喜
さ
ん
、永な

が
た田

勝か
つ
え
い榮

さ

ん
な
ど
、計
33
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、表
彰
式
後
の
演
芸
大
会
で
は
、日
舞
や

民
謡
、博
多
に
わ
か
、手
話
ダ
ン
ス
、カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、各
老
人
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
多
彩
な

演
目
が
披
露
さ
れ
、来
場
者
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
が

加
入
で
き
、会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、

い
ろ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
高
齢
障
害
課
高
齢
担
当（
1（
5
8
4
）1
1
1
1

5（
5
8
4
）3
0
9
0
）ま
で
。

功
労
者
を
表
彰

春
日
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ど
も
の
体
力
向
上
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ン
福
岡
が
、11
月
26
日
、市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
天
神
山
小
学
校
は
、
文
部
科
学
省
の

指
定
を
受
け
、子
ど
も
の
体
力
向
上
を
目
指
し

た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
の
報
告

と
意
見
交
換
を
行
う
の
が
、今
回
の
目
的
で
す
。

　

講
演
で
は
、武た

け
く
ま隈 

晃
あ
き
ら

さ
ん（
鹿
児
島
大
教
授
）

が
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
し
て
い
る
現
状
を
説

明
。親
や
学
校
、地
域
と
、子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
同
小
の「
わ
ん
ぱ
く
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど

の
実
践
事
例
を
踏
ま
え
て
、参
加
し
た
教
師
や

P
T
A
、児
童
な
ど
か
ら
、熱
心
な
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

天
神
山
小

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

子
ど
も
の
体
力
向
上
を
目
指
し
て

子

南福寿会によるフラダンス

毎週土・日曜日に春日公園で練習してい
ます。問い合わせは事務局田脇（1（501）
1538（5兼用））まで。

基調講演する武隈さん

第

平
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み
ん
な
で
成
人
を
祝
お
う
 !

春
日
市
成
人
式

　

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
で
す
。

　

式
典
の
ほ
か
、新
成
人
を
中
心
と
し

た
成
人
式
実
行
委
員
が
企
画
す
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

対
象　

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
61
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

※　

春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
人
も
出
席
で
き
ま
す
。

期
日　

1
月
9
日
（月）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

（
開
場　

午
前
9
時
30
分
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
6
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

体
に
合
っ
た
運
動
を
し
て
い
ま
す
か

初
心
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
座

　

ス
ポ
ー
ツ
と
体
に
つ
い
て
、医
・
科
学

的
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
時　

1
月
25
日
〜
2
月
22
日
の
毎
週

水
曜
日（
計
5
回
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修

室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
大
谷

6
ー

28
）

内
容　

▽
ス
ポ
ー
ツ
と
体
▽
ケ
ガ
・
故

障
▽
ダ
イ
エ
ッ
ト
▽
水
・
熱
中

症
▽
し
好
品
・
ド
ー
ピ
ン
グ

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　

１
，２
５
０
円

申
込
方
法　

1
月
５
日
（木）
〜
15
日
（日）
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

ク
ロ
ー
ル
息
継
ぎ
教
室

対
象　

ク
ロ
ー
ル
の
息
継
ぎ
が
苦
手
な

18
歳
以
上
の
人

日
程　

2
月
3
日
〜
3
月
10
日
の
毎
週

金
曜
日（
計
6
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
6
ー

28
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円

定
員　

20
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

1
月
５
日
（木）
〜
15
日
（日）
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直

接
窓
口
で
教
室
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、性
別
、電
話
番
号
、当
教
室

参
加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1（
９
１
５
）３
５
０
０

5（
５
８
５
）１
６
３
４

今
月
は「
春
日
神
社
コ
ー
ス
」

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

体
力
に
合
わ
せ
て
7
㎞
と
4
・
5
㎞

の
2
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。一
緒
に

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
10
日
（火）（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
と
水
筒
を
持
っ
て
、歩
き

や
す
い
服
装
と
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

1
月
11
日
（水）
・
19
日
（木）
・
24
日
（火）

午
後
2
時
〜
5
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1
ー

１

２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

日
時
・
テ
ー
マ

▽
1
月
6
日
（金）　

C
型
肝
炎
の
お
話

▽
1
月
20
日
（金）　

物
忘
れ
に
つ
い
て

▽
1
月
27
日
（金）　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
に
つ
い
て

時
間　

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
ー

5
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

江
え

藤
とう

愛
あい

華
か

ちゃん（白水ヶ丘）
平成15年1月27日生

下
しもかわ

川真
ま い

依ちゃん（天神山）
平成17年1月13日生

永
ながとみ

富詩
し

栞
おり

ちゃん（上白水）
平成17年1月25日生

伊
い

賀
が

七
なな

輝
き

ちゃん（日の出町）
平成16年1月11日生

春日市役所
1584-1111

www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば情報ひろば



勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

体
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

　

瞑め
い

想そ
う

に
よ
っ
て
心
を
静
め
る
こ
と
が

で
き
る
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

35
歳
以
下
の
勤
労
者

日
程　

1
月
24
日
〜
2
月
14
日
の
毎
週

火
曜
日（
計
4
回
）

時
間　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
大

谷
6
ー

28
）

内
容　

▽
呼
吸
法（
腹
式
呼
吸
）▽
腰

痛
・
肩
こ
り
予
防
の
ヨ
ガ
な
ど

受
講
料　

１
，０
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

1
月
13
日
（金）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、生
年
月

日
、電
話
番
号
、勤
務
先
を
書
い

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

母
子
・
寡
婦
家
庭
対
象

修
学
・
就
学
支
度
資
金
貸
付
説
明
会

　

母
子
・
寡
婦
家
庭
で
、子
ど
も
の
高
校

や
大
学
な
ど
の
進
学
資
金
の
貸
し
付
け

（
無
金
利
）を
希
望
す
る
人
は
、必
ず
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
15
日
（日） 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
未
来
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
１
５

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

春
日
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
検
討
協
議
会

　
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」「
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
見
直
し
に
必
要
な
調

査
や
研
究
、検
討
を
行
う
協
議
会
を
設

置
し
、第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
協
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
19
日
（木） 

午
後
7
時
〜
9
時

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

1
月
18
日
（水）
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
職
場
説
明
会

　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希
望

者
が
対
象
で
す
。参
加
は
無
料
で
、託
児

（
5
カ
月
〜
就
学
前
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

2
月
3
日
（金） 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

内
容　

▽
福
祉
施
設
採
用
担
当
者
と
面

談（
履
歴
書
を
数
枚
持
参
す
る
）

▽
福
祉
関
係
資
格
相
談
▽
授
産

施
設
商
品
の
展
示
・
販
売
な
ど

※　

託
児
希
望
者
は
、1
月
20
日
（金）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議

会
福
祉
人
材
課

1（
５
８
４
）３
３
１
０

5（
５
８
４
）３
３
１
９

利
用
し
て
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

　

離
乳
食
や
成
長
発
達
、予
防
接
種
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所 

▽
1
月
11
日
（水）　

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

（
須
玖
南
2
ー

１
２
０
）

▽
1
月
24
日
（火）　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

▽
2
月
8
日
（水）　

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

（
光
町
2
ー

１
８
０
ー

4
）

▽
2
月
28
日
（火）　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

▽
3
月
8
日
（水）　

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

（
大
土
居
1
ー

38
）

▽
3
月
28
日
（火）　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
午
前
11
時
ま

で
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

若
わか

狹
さ

いちごちゃん（下白水南）
平成16年1月5日生

木
き

村
むら

和
わ こ

心ちゃん（須玖北）
平成17年1月27日生

白
しらいし

石佳
か な

菜ちゃん（須玖南）
平成15年2月2日生

香
か

月
つき

崚
りょう

希
ま

ちゃん（若葉台西）
平成16年1月18日生

３月生まれの
赤ちゃん募集中
写真は、赤ちゃんの顔が大
きく写っているもので、裏
に赤ちゃんの氏名（ふりが
な）、生年月日、住所、電話番
号を書き、情報公開広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は3歳までで、2月
1日（水）までの到着分の中
から抽選で決定します。

K A S U G A         C I T Y13

　国指定重要無形民俗
文化財の「婿押し」祭り
が、1月14日、春日神社で
行われます。
　これは、前年に結婚し
た夫婦を祝うもので、約
400年前に始まった伝統
ある祭りです。
　しきたりに従い、①左義長点火②子どもの樽取り③
宿の行事④樽せり⑤お汐井取り⑥婿押し⑦千秋楽な
どで構成されており、一番の見所は、「樽せり」です。
　氏子たちが神社横の御池で、酒樽を奪い合う勇壮な
姿を、見に来ませんか。
日時　1月14日（土）　午後7時15分～9時30分ごろ 
場所　春日神社（春日1-110）
問い合わせ先　同神社
　　1（581）7551　5（581）7925

1月14日（土）
春日神社「婿押し」祭り
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子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

鏡
開
き

　

幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

み
ん
な
で
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
ま

せ
ん
か
。

日
時　

1
月
11
日
（水）

午
前
11
時
〜
午
後
1
時

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
1
ー

38
）

参
加
費　

1
組
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

※　

同
館
は
新
年
は
、１
月
11
日
か
ら

開
館
し
ま
す
。

 1
月
 9
日
〜
 28
日

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

　

1
月
9
日
（月）
〜
28
日
（土）
は
、福
岡
市

南
部
工
場（
下
白
水
１
０
４
ー

5
）の
定

期
点
検
の
た
め
、同
工
場
へ
の「
燃
え
る

ゴ
ミ
」の
自
己
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
対
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
で
、茶
わ
ん
や
湯
飲
み
な

ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯か

ま

で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

2
月
4
日
（土）

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ケ

丘
1
ー

4
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
g
あ

た
り
２
０
０
円 

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

1
月
4
日
（水）
〜
20
日
（金）
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は

直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間（
①
か
②
）を
伝

え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
3
ー

57
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
県
即
戦
力
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 3
級

　

妊
娠
や
出
産
、育
児
、介
護
な
ど
の
た

め
に
退
職
し
、再
就
職
を
希
望
す
る
人

が
対
象
で
す
。

期
間　

2
月
13
日
（月）
〜
24
日
（金）（
土
・
日

曜
日
を
除
く
、計
10
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

創
造
力
開
発
セ
ン
タ
ー
福
岡
本

校（
福
岡
市
中
央
区
大だ

い

名み
ょ
う

2
ー

12
ー

15
赤あ

か
さ
か坂

セ
ブ
ン
ビ
ル
4
階
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
選

定
）

受
講
料　

４
，１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、福
岡
県
労
働

福
祉
事
務
所
や
市
役
所
に
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
福

祉
事
務
所（
福
岡
市
中
央
区

赤あ
か
さ
か坂

１
ー

８
ー

８
福
岡
西
総
合
庁

舎
５
階
）

1（
７
２
５
）４
０
３
４

5（
７
１
２
）０
４
９
７

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
教
養
講
座

　

成
人
対
象
の
公
開
講
座
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
３
０
０
円
・

先
着
10
人
）や
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も

行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
22
日
（日）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
6
ー

24
）

演
題　
「
ゴ
ミ
減
量
・
環
境
汚
染
に
つ
い

て
」

講
師　

市
環
境
対
策
課
職
員

※　

託
児
希
望
者
は
、1
月
16
日
（月）
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
公
民
館
担
当

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

2
月
23
日
に
福
岡
市
南
市
民
セ
ン

タ
ー
で
公
演
す
る「
ス
ロ
バ
キ
ア
民
族

音
楽
舞
踊
団
」の
団
員
を
受
け
入
れ
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

受
入
期
間　

2
月
21
日
（火）
〜
24
日
（金）

募
集
家
庭
数　

20
家
庭（
申
込
多
数
の

場
合
は
選
考
）

※　

受
入
人
数
は
1
家
庭
2
人
で
す
。

申
込
方
法　

1
月
20
日
（金）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局　

浜は
ま

辺べ

1（
５
９
３
）５
８
９
３（
5
兼
用
）

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
費

　

春
日
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
は
、は
り
や
き
ゅ
う
の
施
術

を
、次
の
金
額
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

施
術
の
際
に
必
要
な「
は
り
・

き
ゅ
う
受
療
証
」を
市
役
所
で
交

付
し
ま
す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

施
術
費

▽
い
ず
れ
か
一
術　

６
１
０
円

▽
両
方　

７
６
０
円

※　

こ
の
金
額
で
の
施
術
は
、市

指
定
の
施
術
所
の
み
で
、1
日

1
回
、ひ
と
月
に
10
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
保
険
証

▽
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1
（
５
８
４
）１
１
１
１

5
（
５
８
４
）１
１
４
１



日
本
将
棋
連
盟

新
春
飛
梅
杯
将
棋
大
会

日
時　

1
月
15
日
（日）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時（
受
付

午
前
9
時
30
〜
10
時
30
分
）

場
所　

日
本
将
棋
連
盟
筑
紫
野
支
部

（
筑
紫
野
市
二ふ

つ

日か

市い
ち

南み
な
み

3
ー

2
ー

1
Ｊ
Ａ
筑
紫
二
日
市
東
出
張
所

2
階
）

部
門　

▽
A
級
▽
B
級
▽
C
級
▽
小
学

生

※　

各
部
門
、3
位
ま
で
表
彰（
賞
品
あ

り
）し
ま
す
。

参
加
費（
昼
食
代
込
み
）

▽
小
・
中
学
生　

１
，５
０
０
円

▽
大
人　

２
，０
０
０
円

申
込
方
法　

当
日
会
場
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部　

鬼お
に

木き

1
０
９
０（
７
１
５
５
）９
９
３
０

5（
９
２
２
）

 

１
１
８
１ 

福
岡
県
行
政
書
士
会

交
通
事
故
無
料
相
談

　

書
類
の
作
成
方
法
な
ど
の
相
談
に
、

無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

1
月
14
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
５
０

３
会
議
室（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

相
談
内
容

▽
保
険
金
請
求（
自
賠
責
・
任
意
）

▽
政
府
保
証
事
業
損
失
て
ん
補
請
求
書

▽
後
遺
障
害
等
級
認
定
異
義
申
立
書

▽
示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書

問
い
合
わ
せ
先　

同
会

1（
６
４
１
）２
５
０
１

5（
６
４
１
）２
５
０
３

正
し
く
か
け
よ
う

警
察
緊
急
通
報「
１
１
０
番
」

　

1
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
で
す
。

こ
の
機
会
に
、緊
急
通
報
専
用
電
話

「
１
１
０
番
」に
つ
い
て
理
解
し
、正
し

い
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た

ら
、た
め
ら
わ
ず
に
す
ぐ
１
１
０
番
。

▽
い
た
ず
ら
で
１
１
０
番
に
か
け
な
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、１
１
０
番

で
は
な
く
、総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
。

（
事
件
・
事
故
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。）

▽
運
転
中
の
１
１
０
番
は
危
険
。安
全

な
路
肩
に
駐
車
し
て
か
ら
電
話
。

▽
携
帯
電
話
の
場
合
は
、そ
の
場
所
の

番
地
や
交
差
点
名
、バ
ス
停
名
な
ど

の
目
標
物
を
確
認
。ま
た
、通
話
中
に

不
通
に
な
っ
た
と
き
な
ど
の
た
め

に
、自
分
の
携
帯
電
話
番
号
を
メ
モ

す
る
か
覚
え
て
お
く
。

▽
所
在
地
を
答
え
る
と
き
は
、市
町
村

名
か
ら
。（
本
部
通
信
司
令
室
で
応
対

す
る
の
で
、地
区
名
だ
け
で
は
分
か

り
ま
せ
ん
。）

▽
通
報
を
受
理
し
な
が
ら
、同
時
に
指

令
を
出
す
の
で
、落
ち
着
い
て
、聞
か

れ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
。

▽
聴
覚
障
害
者
は
、「
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１

０
番
」を
。（
必
ず
送
信
者
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
書
く
こ

と
。折
り
返
し
、受
信
結
果
や
処
理
内

容
を
回
答
し
ま
す
。）

緊
急
通
報
先

▽
緊
急
通
報
専
用
電
話

　

1
１
１
０

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番（
聴
覚
障
害

者
用
）

　

5（
６
３
２
）０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
警
察
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー（
警
察
本

部
内
）

　

1（
６
４
１
）９
１
１
０

▽
筑
紫
野
警
察
署
警
察
安
全
相
談
課

　

1（
９
２
２
）４
１
１
０

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
や
よ
い
」の
利
用
者
の

大
半
は
、子
ど
も
と
高

齢
者
。こ
の
た
め
、最
初

か
ら
、料
金
を
西
鉄
バ
ス
の
こ
ど
も

料
金
並
み
の
１
０
０
円
に
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、こ
の
料
金
の
維
持
の
た
め
、

多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

割
引
運
賃
を
導
入
す
る
と
、通
常
運

賃
を
支
払
う
人
の
割
合
よ
り
割
引
対

象
者
の
割
合
の
方
が
は
る
か
に
上
回

り
、さ
ら
な
る
赤
字
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。

　
「
や
よ
い
」は
、生
活
道
路
を
走
り
、

バ
ス
停
の
間
隔
を
縮
め
、で
き
る
だ

け
み
な
さ
ん
の
家
の
近
く
に
バ
ス
停

を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、補
助
ス
テ
ッ
プ
や
車
イ
ス
用

リ
フ
ト
を
装
備
し
、誰
も
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
バ
ス
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も「
高
齢
者
や
障
害
者
に
も

優
し
い
バ
ス
」を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

1
（
５
８
４
）１
１
１
１

5
（
５
８
４
）１
１
４
３

今回の
要望

高
齢
者
や
障
害
者
、子
ど
も
の

料
金
を
割
引
し
て
ほ
し
い

～リサイクル推進と処理費用負担の公平化を目指して～

　春日市では、「びん・カン」
「ペットボトル・白色トレイ」
を、資源ゴミとして回収してい
ます。
　これらを正しく分別するこ
とで、焼却処分される「燃える
ゴミ」や埋め立て処分される
「陶器・金属類」の減量になりま

す。また、資源のリサイクルにもなり、循環型都市づくりにも役立
ちます。
　各地区で行われている「古紙回収」やスーパーでの「牛乳パック
回収」、「緑のリサイクル(せん定枝葉の回収)」なども、ゴミ減量
とリサイクル推進の有効手段です。積極的に取り組みましょう。

4月から 家庭ゴミ処理費用の有料化
 4月から、ゴミ袋が新しくなります。

現在のゴミ袋は、4月以降は使えませんので、注意してください。

【分別編】

問い合わせ先　環境対策課　1（584）1111　5（584）1147
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ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け）
ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け）
ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向け）

須玖：11日、光町:19日、毛勝：18日
須玖：13日、光町:18日、20日、毛勝：20日
毛勝：19日（上白水公民館）

午前11時～11時40分

めざせオリンピック　午後2時～3時

おはなしはじまるよ 　午前11時～11時30分

いざ！カンけりじゃ～　午後2時～3時

おもちまるめでぐるりんこ！
午前10時30分～正午、10人、200円、三角きん・エ
プロン・飲み物・皿・はしを持参　　※幼児は
保護者同伴

のびのびひ・み・つ工作(いもむしなど)
10時30分～正午、10人

大型かるたで遊ぼう！　午後2時～3時 
   
    

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分

申

福引き発表会　午後4時～4時30分
※4～6日におみくじ福引き券を配布

正月あそび（羽根突き、福笑い）
午後2時～3時、5歳以上

かんたん工作&たのしいおはなし
午後2時～3時

焼きもちを焼こう　午前10時30分～正午
10人、100円

今日のおはなしなーに?
午後2時～2時30分

たのも～！道場やぶり　午後4時～5時

申

屋上であそぼ　午前10時30分～正午

すくすくたこづくり　午後1時30分～3時
10人、50円　　※幼児は保護者同伴申

お正月映画まつり「魔女の宅急便」
午後2時～3時50分

すくすく育児相談　午前10時～11時30分

屋上であそぼ　午後4時～5時

おまたせ！トランポリン
午前10時30分～正午

正月あそび（たこ作り）
午後2時～3時、5歳以上
たのも～！道場やぶり　午後2時～3時

光流！寒げいこ　午後3時～4時

ブラボー！キックターゲット選手権
午後2時～3時

おいでよ♪あかちゃん(0～1歳児向け)
午前10時30分～正午、場所:いきいきプラザ

申

光流！「ドッヂボール」　午後3時～4時

それいけ!ころがしドッヂボール
午後3時～4時、5歳～小学3年生

イライラ棒にチャレンジ！　午後2時～3時

こどもエコクラブ（たこ作り）
午前10時～午後3時、15組、100円、親子可 申

スノードームを作ろう！　午後2時～4時
10人、100円

親子サロン　午前11時～11時40分

あそびの出前児童センター　午前10時～正午
場所:春日西小学校フレンドホール

かんたんクッキング(おもちパーティー)
午後2時～4時、12人、100円 申

昔あそびをしよう(めんこ、おはじき) 
午後2時～3時

新春巨大かるたとり　午後1時30分～3時
申

須
す

玖
ぐ

児童センター
1（573）2431 5（584）7739

須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかり

町
まち

児童センター
1（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け

勝
かつ

児童センター
1（581）5614（5兼用）
大土居1-38

1月
行事予定表

4日（水）

5日（木）

6日（金）

伝言版

午前10時～午後5時開館時間 1～3日、9日、10日、16日、17日、23日、30日休館日

※　　　　している行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※　は申し込みが必要な行事です。1月4日（水）午前10時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申込）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

あけましておめでとうございます。

申

7日（土）

11日（水）

8日（日）

15日（日）

22日（日）

25日（水）

29日（日）

親子向け
「遊びの広場」

21日（土）

24日（火）

　児童センターは、小・中学生が元気に遊べる
居場所として、そして、親子で気軽に集える場
として、さまざまな活動を行っていきます。
　今年もどうぞよろしくお願いします。
お正月もみんなで遊ぼう!
　お正月といえば「羽根突き」「こま回し」
「かるた」「たこ揚げ」。みんなで一緒にお正月
の遊びをしませんか。

14日（土）

18日（水）

28日（土）

26日（木）



きっかけは「お別れのスピーチ」
高円宮杯英語弁論大会で決勝大会進出

　

国
際
性
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
や
国

際
親
善
へ
の
寄
与
な
ど
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
英

語
弁
論
大
会
。そ
の
第
57
回
大
会
が
、11

月
24
日
〜
26
日
に
東
京
で
行
わ
れ
、県

代
表
4
人
の
一
人
と
し
て
藤
山
さ
ん
が

出
場
。見
事
、決
勝
大
会
へ
の
進
出
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

大
会
出
場
の
き
っ
か
け
は
、1
学
期

末
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
指
導
助
手
）と
の

お
別
れ
会
。藤
山
さ
ん
は
、生
徒
会
副
会

長
と
し
て
全
校
生
徒
を
代
表
し
て
お
別

れ
の
ス
ピ
ー
チ
を
述
べ
ま
し
た
。短
い

英
文
で
し
た
が
、人
前
で
物
お
じ
す
る

こ
と
な
く
話
す
姿
を
見
た
同
校
英
語

教
師
の
中
野
先
生
は
、す
ぐ
に
藤
山
さ

ん
に
大
会
出
場
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。

も
と
も
と
英
語
が
好
き
だ
っ
た
藤
山
さ

ん
。先
生
の「
生
徒
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
さ
せ
た
い
」と
の
思
い
を
受
け
、出
場

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

藤
山
さ
ん
の
弁
論
の
テ
ー
マ
は「
喫

煙
の
な
い
社
会
を
作
る
た
め
に
」。藤
山

さ
ん
が
総
合
学
習
の
授
業
で
取
り
組

み
、か
つ
、普
段
の
生
活
で
気
に
な
っ
て

い
る
テ
ー
マ
で
す
。し
か
し
、「
最
初
に

出
来
上
が
っ
た
原
稿
は
、ま
る
で
論
文

み
た
い
で
し
た
」と
中
野
先
生
は
振
り

返
り
ま
す
。「
も
っ
と
身
近
な
内
容
に
し

て
み
て
は
」と
の
先
生
の
提
案
に
、藤
山

さ
ん
は
、同
校
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

る
先
生
に
話
を
聞
い
た
り
、自
ら
の
経

験
や
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら

内
容
を
修
正
。ま
た
、発
音
や
表
現
力
に

も
磨
き
を
か
け
、
わ
ず
か

2
カ
月
ほ
ど
の
準
備
期
間

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
大

会
で
上
位
4
人
に
入
り
、

全
国
大
会
出
場
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
全
国

大
会
。藤
山
さ
ん
は
、決
勝

予
選
大
会（
関
東
・
北
部
日

本
・
中
部
日
本
・
南
部
日
本

の
4
地
区
に
分
け
て
実

施
）の
南
部
日
本
地
区
で

出
場
40
人
中
上
位
7
人
に

入
り
、
各
地
区
か
ら
選
抜

さ
れ
た
27
人
に
よ
る
決
勝

大
会
に
進
出
。
最
終
日
の

決
勝
大
会
当
日
を
、「
本
番

よ
り
、
会
場
に
向
か
う
前

の
方
が
緊
張
し
て
い
ま
し

た
」と
振
り
返
る
藤
山
さ
ん
。惜
し
く
も

入
賞（
上
位
7
人
）は
逃
し
ま
し
た
が
、

「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
つ
全
国
の
中

学
生
と
交
流
で
き
、刺
激
を
受
け
た
3

日
間
で
し
た
。そ
れ
が
一
番
印
象
深
く

心
に
残
っ
て
い
ま
す
」と
感
想
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
大
会
の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
輩
た
ち

が『
藤
山
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
』っ

て
話
し
て
た
よ
」と
中
野
先
生
に
言
わ

れ
、「
後
輩
の
目
標
に
な
る
な
ん
て
、す

ご
く
う
れ
し
い
」と
満
面
に
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

藤ふ

じ

や

ま山　

夏な

つ

美み

さ
ん

（
春
日
東
中
3
年
）

 

新
年
号
の
悩
み

　　

毎
年
、新
年
の
市
報
の
編
集
で

頭
を
悩
ま
せ
る
も
の
、そ
れ
は「
表

紙
」
。通
常
は
、で
き
る
だ
け
市
民

の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
も
ら
お
う

と
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
撮
影
し
た
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。し
か
し
、新
年

号
く
ら
い
は
正
月
ら
し
く
と
、毎

年
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
▼
3
年
前
。ゆ
り
工
房
の
皆
さ
ん

に
、自
分
た
ち
で
作
っ
た「
未
」の
置

物
を
持
っ
て
も
ら
い
撮
影
。そ
の
写

真
を
掲
載
▼
2
年
前
。芋
版
に「
申
」

の
絵
を
彫
っ
て
年
賀
状
風
に
掲
載

▼
昨
年
。ど
う
し
て
も
表
紙
に
し
た

い
写
真
が
あ
っ
た
の
で
、1
月
1
日

号
の
マ
ー
ク
を
し
め
縄
に
し
て
掲

載
▼
そ
し
て
今
年
。「
た
く
さ
ん
犬

を
載
せ
た
い
」と
思
い
、は
り
き
っ

て
公
園
へ
。な
か
な
か
カ
メ
ラ
目
線

を
く
れ
な
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た
ち
に

悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
も
、周
り
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
、今
回
の
表

紙
が
完
成
し
ま
し
た
▼
今
年
も
、手

に
取
っ
て
も
ら
え
る
市
報
を
目
指

し
て
、が
ん
ば
り
ま
す
。  　
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インタビューに明るくハキハキ答えてくれた藤山さん。
右は指導に当たった中野先生。
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表紙の写真

　春日公園と市役所市民駐車場で、11月23日、「第4回か

すがYOSAKOIカーニバル!」が開催されました。

　このカーニバルは、平成14年に行われた市制30周年記

念事業として初めて開催して以来、毎年行われており、今

年も県内はもちろん、県外からも多数のチームが参加しま

した。合計35チーム、約680人の踊り手が、秋空の下、色

鮮やかな衣装を身にまとい、寒さも吹き飛ばす力強い演舞

を繰り広げました。

　今回、かすがYOS A KO I大賞を受賞したのは、「桜

(那珂川町)」。メンバーたちは、「まさか受賞するなんて、びっ

くり!」と驚きを隠せない様子。受賞後、喜びあふれる演舞

を、再び披露しました。

　そして、カーニバルの最後を飾ったのは「総踊り」（写

真）。踊り手も観客も、みんなで踊りを楽しみました。

市の人口 11/30 現在

◎総人口

◎世帯数

110,058人

男 53,906人女 56,152 人

43,315世帯

今年の干支「戌
いぬ

」にちなんで、市内で出会ったワン
ちゃんたちを撮影しました。

かすがYOSAKOIカーニバル!

躍動感溢れる踊りに感動!

◎転入 433人

◎転出 525人

◎出生 92人

◎死亡 42人

（前月比-41）

　30人31脚の全国大会が、11月13日、横浜アリーナで行

われ、福岡・佐賀地区代表で同小6年2組が出場しました。

　昨年も地区予選に参加しましたが、記録は13秒と振る

いませんでした。その後も、昼休みや帰りの会の時間を使っ

て練習をこつこつと重ねてきました。

　ところが、担任の富松先生が病気で予選に同行できない

事態に。しかし、子どもたちは「先生を全国に連れて行こう」

と団結。同じく参加した、2位の同小6年4組を0秒05上回

る9秒59という好記録を出し、全国出場を決めました。

　「全国大会では4組の分も」と頑張りましたが予選敗退。

「結果は悔しかったけれど、全員で力を合わせて全国大会

に出られてよかった」と子どもたちは語ってくれました。

※ 全国大会の模様は、1月1日午前7時30分～午前10

　時にテレビ朝日系列で放送予定です。

春日小6年2組が全国大会出場

小学生クラス対抗30人31脚

12月4日　福祉もちつき大会
　　　　  （大和町公民館）

●モデルさんには、この写真を差し上げます。
　連絡してください。
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